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再
会
の
期
待

１
月
４
日（
水
）か
ら
５
日
間
、

韓
国
の
文
英
女
子
中
学
校
と
の
相

互
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
文
英
中
学
と
の
交
流
は
、

今
年
で
１１
年
目
を
迎
え
、
毎
年
８

人
が
参
加
し
こ
れ
ま
で
８８
人
が
相

互
交
流
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
、
鳴
瀬
二
中

か
ら
１
人
、矢
本
一
中
か
ら
５
人
、

矢
本
二
中
か
ら
２
人
の
計
８
人
。

夏
に
文
英
中
学
の
生
徒
を
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
迎
え
入
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
を
深
め
て
い
た

の
で
、
友
達
に
な
っ
た
交
流
生
と

の
再
会
を
楽
し
み
に
韓
国
へ
と
出

発
し
ま
し
た
。

韓
国
を
満
喫

４
泊
５
日
の
日
程
で
韓
国
に
向

か
っ
た
交
流
生
は
、
そ
の
日
の
夕

方
に
は
仁イ
ン

川チ
ョ
ン

国
際
空
港
に
到
着
。

歓
迎
式
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
参
加
者

を
温
か
く
迎
え
本
当
の
家
族
の
よ

う
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
地
下
鉄
を
利
用
し
て

移
動
し
、
ロ
ッ
テ
ワ
ー
ル
ド
を
観

光
。
３
日
目
に
は
世
界
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
昌チ
ャ
ン

徳ド
ッ

宮グ
ン

を
見
学

し
、
昔
の
遺
物
品
や
骨
董
品
の
街

と
し
て
有
名
な
仁イ
ン

寺サ

洞ド
ン

を
観
覧
し

ま
し
た
。
４
日
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
１
日
を

過
ご
し
、
ソ
ウ
ル
市
内
を
案
内
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
後
に
行
わ
れ
た
送
別
会
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
交
流
を
思
い
出
し
て
、

別
れ
を
惜
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。深

ま
る
韓
国
へ
の
想
い

参
加
者
は
、
今
回
の
交
流
を
通

し
て
韓
国
の
歴
史
、
伝
統
、
習
慣

な
ど
、
日
本
と
の
違
い
を
多
く
発

見
し
、
驚
い
た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

の
生
活
の
中
か
ら
韓
国
の
方
の
温

か
さ
を
知
り
、
言
葉
の
壁
を
乗
り

越
え
た
国
際
交
流
を
体
験
。
韓
国

と
い
う
国
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。

不
安
も
吹
き
飛
ぶ
温
か
い
交
流

不
安
も
吹
き
飛
ぶ
温
か
い
交
流 
不
安
も
吹
き
飛
ぶ
温
か
い
交
流 

〜
文
英
女
子
中
学
校
相
互
交
流
事
業
〜 

ム
ン 

ニ
ョ
ン 

▲韓国にも家族が出来ました
▲ピエロさん一緒に撮って～

▼みんなそろって記念の一枚
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仲
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し
3
人
「
ハ
イ
チ
ー
ズ
」
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「
こ
れ
か
ら
も
」

私
は
、
１
月
４
日
か
ら
５
日
間

韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
へ
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
行
く
前

は
、期
待
と
不
安
が
入
り
交
じ
り
、

自
分
自
身
の
中
で
と
て
も
困
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
い
ざ
出
発
と
な
る
と
不

安
な
気
持
ち
は
ど
こ
か
へ
消
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

韓
国
の
文
英
中
学
校
に
着
く
と
、

そ
こ
に
は
、
や
さ
し
い
笑
顔
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
の
み
な
さ

ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

歓
迎
式
を
終
え
、
各
家
庭
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
友
達
と
離

れ
て
し
ま
う
の
は
少
し
寂
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
家
族
の
み
な
さ
ん

は
笑
顔
で
温
か
く
私
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ

し
て
友
達
、み
な
さ
ん
の
笑
顔
は
、

と
て
も
優
し
く
て
、
私
は
す
ぐ
に

う
ち
と
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
韓
国
の
料
理
も
、
す
ご

く
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
ビ
ビ
ン

パ
、
焼
き
肉
、
ナ
ム
ル
、
味
噌
チ

ゲ
な
ど
、
日
本
で
は
味
わ
え
な
い

た
く
さ
ん
の
本
場
の
味
を
食
べ
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
私
が
す
ご
い
と
思
っ

た
こ
と
は
、
韓
国
の
文
化
で
す
。

日
本
と
は
全
然
違
う
マ
ナ
ー
な
ど

を
学
べ
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

韓
国
で
は
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
、
そ
こ
か
ら
自
分
な
り

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
温
い
家
族
の
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
私
は
５
日
間
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
、
と
て
も
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家

族
の
み
な
さ
ん
に
は
、
た
く
さ
ん

の
迷
惑
や
、
失
礼
に
あ
た
る
行
動

を
と
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
や
さ

し
く
接
し
て
く
れ
た
家
族
の
み
な

さ
ん
が
、
私
は
大
好
き
で
す
。
も

し
次
に
会
う
機
会
が
あ
る
時
に
は
、

も
っ
と
も
っ
と
韓
国
語
を
勉
強
し

て
、
韓
国
語
で
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

今
回
結
ば
れ
た
、
韓
国
に
い
る
も

う
一
つ
の
家
族
と
の
絆
を
い
つ
ま

で
も
途
切
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
し
て
い

き
た
い
で
す
。

木　村　祥
しょう

子
こ

さん
（矢本一中）

t
本
場
の
味
は
違
う
な
〜

▼s昌徳官を見学し、
韓国の歴史を学んで来ました

私 　の 　　韓 　　　国 　　　　体 　　　　　験 
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カ
キ
の
試
食

大
好
評

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
宮
城

県
が
昨
年
の
７
月
に
開
設
し
た
、

東
京
都
豊
島
区
池
袋
駅
前
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
・
宮
城
ふ
る
さ
と

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
㈱
奥
松
島
公

社
と
共
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
地
場
産

品
の
展
示
販
売
を
実
施
。
カ
キ
の

蒸
し
焼
き
や
焼
き
の
り
の
試
食
コ

ー
ナ
ー
で
は
終
日
客
足
が
途
絶
え

ず
、
来
店
し
た
買
い
物
客
か
ら
好

評
を
得
ま
し
た
。

販
売
用
に
準
備
し
た
カ
キ（
２５０
ｇ

入
袋
）６０
個
は
初
日
で
完
売
。
首

都
圏
で
は
珍
し
い「
か
ら
し
巻
き
」

も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
中
に
は

初
日
に
来
店
し
、
２
日
目
も
プ
ラ

ザ
を
訪
れ
、
気
に
入
っ
た
品
を
買

い
求
め
る
方
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ラ
ザ
２
階
に
は
市
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
も
設
置
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

市
で
は
観
光
･
物
産
の
需
要
拡
大
お
よ
び
企
業
誘
致
を
目
的
に
、
１
月
２８
日（
土
）、

２９
日（
日
）の
両
日
、
東
京
の
池
袋
で「
平
成
１７
年
度
東
松
島
市
観
光
と
物
産
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
in
東
京
」を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容
と
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

な
ど
を
手
に
取
り
、
興
味
深
く
見

入
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

期
間
中
に
は
プ
ラ
ザ
ス
タ
ッ
フ

と
の
情
報
交
換
を
実
施
。
こ
の
中

で
ス
タ
ッ
フ
側
か
ら
は「
利
用
者

は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
旬
の
食
べ
物
、

民
宿
や
宿
泊
施
設
な
ど
の
詳
細
情

報
を
求
め
て
い
る
。
モ
デ
ル
コ
ー

ス
な
ど
が
あ
る
と
喜
ば
れ
る
」な

ど
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
大
手
旅
行
代
理
店
４

社
を
訪
問
。
観
光
の
営
業
と
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

代
理
店
側
か
ら
は
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
、
食
べ
物
な
ど

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
も
の
の
、「
松
島
町
と
の
混

同
」や「
東
北
の
厳
し
い
冬
の
イ
メ

ー
ジ
」な
ど
の
問
題
点
も
出
さ
れ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
初
日
に
は
、
プ
ラ
ザ
２
階

に
お
い
て
、
宮
城
県
東
京
事
務
所

職
員
と
観
光
や
企
業
誘
致
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
を
実
施
。
首
都
圏

で
は
市
の
知
名
度
は
低
く
、
今
後

一
層
の
宣
伝
活
動
が
求
め
ら
れ
る

実
情
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

東
松
島
市
が
持
つ
古ふ

る

里さ
と

の
良
さ
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
誕
生
し
て
間
も
な
い

市
と
い
う
こ
と
も
あ
り
知
名
度
の

向
上
が
求
め
ら
れ
る
実
情
に
あ
る

な
ど
、
今
後
目
指
す
べ
き
目
標
と

課
題
な
ど
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

市
と
し
て
は
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
得
た
情
報
を
基
に
、
今
後

も
民
間
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、

同
様
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
企
画
を

実
施
。
東
松
島
市
の
知
名
度
向
上

と
観
光
･
物
産
の
需
要
拡
大
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

知
名
度
ア
ッ
プ
が

重
要
課
題

行
政
・
民
間

共
同
作
業
で

私
た
ち
の
ま
ち
に
来
て
く
だ
さ
い 
私
た
ち
の
ま
ち
に
来
て
く
だ
さ
い 

東
京
で
東
松
島
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
 

▲カキの蒸し焼きは大好評
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▲見事に描画された魚

こ
の
た
び
、
旧
矢
本
町
の「
広
報
や
も
と
」に
お
い
て
約
１８
年
間（
１９９
回
）

に
わ
た
り
町
の
文
化
財
や
偉
人
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー「
や
も
と
訪

ね
あ
る
記
」を
執
筆
い
た
だ
い
た
東
松
島
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
の

松
谷
英
世
氏
よ
り
、
郷
土
の
偉
人「
奈
良
坂
源
一
郎
翁
」に
関
し
て
の
一

文
を
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

奈
良
坂
源
一
郎
自
筆
の

「
蟲
魚
図
譜
」を
見
て

先
般
、
解
剖
学
者「
奈
良
坂
源

一
郎
」の
又ま
た

甥お
い

に
あ
た
る
、
千
葉

県
船
橋
市
在
住
の
奈
良
坂
源
次
郎

氏
よ
り
書
籍
一
冊
と
、
そ
れ
に
一

通
の
手
簡
を
添
え
て
送
ら
れ
て
き

た
。
表
紙
を
見
る
と
、
奈
良
坂
源

一
郎「
蟲ち
ゅ
う

魚ぎ
ょ

図ず

譜ふ

」と
あ
る
。
縦

２５
・
５
b
×
横
３８
・
５
b
の
図
譜

を
め
く
る
と
、
魚
や
ト
ン
ボ
、
チ

ョ
ウ
な
ど
９０
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
オ

ー
ル
カ
ラ
ー
撮
影
の
立
派
な
印

刷
、
粘
帖
装
仕
立
て
で
あ
る
。
よ

く
も
根
気
よ
く
こ
こ
ま
で
描
き
続

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
ば
ら

し
い
の
一
言
に
つ
き
る
。

時
に
こ
の
原
本
図
譜
を
複
製
出

版
さ
れ
た
経
緯
を
説
明
す
る
と
、

平
成
１７
年
７
月
、
奈
良
坂
源
一
郎

の
孫
に
あ
た
る
名
古
屋
市
在
住
の

奈
良
坂
宏
氏
か
ら
源
一
郎
関
係
資

料
多
数
が
名
古
屋
大
学
博
物
館
に

寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
本
書
の

原
本
３
冊
の
図
譜
が
特
に
す
ば
ら

し
く
第
１０５
回
日
本
外
科
学
会
定
期

１
月
２３
日（
月
）、
仙
台
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
明

る
い
選
挙
推
進
大
会
お
よ
び
市

区
町
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
会
長
等
研
修
の
席
上
に
お
い

て
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
木

村
政
行
委
員
長（
中
）が
平
成
１７

年
度
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
長
年
に
わ

た
り
選
挙
の
管
理
執
行
と
明
る

い
選
挙
の
推
進
に
尽
力
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
も
の
。
東

松
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
長
と
し
て
、
今
後
も
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
な
る

活
躍
に
期
待

学
術
集
会
が
名
古
屋
に
て
開
催
さ

れ
た
当
日
、
特
別
企
画
展
示
、
ま

た
奈
良
坂
源
一
郎
の
業
績
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
人
々
の
目
を
奪
っ
た
。
そ
れ
が

引
き
金
と
な
り
同
年
８
月
末
日
、

名
古
屋
大
学
医
学
部
第
一
外
科
同

心
会
と
名
古
屋
大
学
博
物
館
の
共

同
事
業
と
し
て「
奈
良
坂
源
一
郎

蟲
魚
図
譜
」が
複
製
出
版
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
。

さ
て
、
解
剖
学
者「
奈
良
坂
源

一
郎
」の
銅
像
が
矢
本
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
に
建
立
さ
れ
た

の
は
今
か
ら
１０
年
前
の
平
成
８
年

２
月
で
、
多
く
の
市
民
が
そ
の
偉

大
さ
を
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
源
一
郎
翁
の
生
涯
を
掻か

い

摘つ
ま

ん
で
た
ど
っ
て
み
た
い
。

奈
良
坂
源
一
郎（
１
８
５
４
年
＝

安
政
元
年
６
月
〜
１
９
３
４
年
＝

昭
和
９
年
３
月
）は
、
陸
奥
国
桃

生
郡
矢
本
村
に
仙
台
藩
士
の
長
男

と
し
て
出
生
。
少
年
時
代
、
儒

学
・
漢
学
・
漢
方
医
学
を
学
ぶ
。

文
武
両
道
の
父
、
源
三
郎
平
秀
直

か
ら
狩
野
派
の
画
法
を
学
ぶ
。
１

８
７
２
年（
明
治
５
年
）に
上
京
し
、

大
学
東
校（
後
の
東
京
大
学
医
学

部
）に
１９
歳
で
入
学
、
基
礎
医
学

で
あ
る
解
剖
学
に
専
心
し
、
１
８

８
１
年
に
２８
歳
で
卒
業
。
同
年
１０

月
、
後
藤
新
平
校
長
に
招
か
れ
て

県
立
愛
知
医
学
校（
後
に
名
古
屋

医
科
大
学
と
な
る
）に
一
等
教
諭

と
し
て
赴
任
。
組
織
学
・
解
剖

学
・
局
所
解
剖
学
を
担
当
。
源
一

郎
は
解
剖
学
へ
の
長
年
の
貢
献
に

対
し
て
１
９
３
０
年（
昭
和
５
年
）、

日
本
解
剖
学
会
の
名
誉
会
員
に
推

さ
れ
学
者
と
し
て
も
報
わ
れ
た
。

源
一
郎
は
職
業
で
あ
る
人
体
解
剖

学
の
ほ
か
、
動
物
を
中
心
と
し
た

博
物
学
に
も
造ぞ
う

詣け
い

が
深
く
、
明
治

２４
年
、
愛
知
教
育
博
物
館
を
主
宰

し
た
偉
人
で
も
あ
る
。

郷
土
の
生
ん
だ
偉
大
な
先
人
に

対
し
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
と
祝
意

を
表
し
た
い
。

※
参
考
文
献「
解
剖
学
者
奈
良
坂
源

一
郎
」奈
良
坂
源
次
郎
著
、
蟲
魚
図

譜
ほ
か
。

東
松
島
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

松
谷
英
世
氏

東
松
島

訪
ね
あ
る
記

▲栄えある受賞、おめでとうございます

こ
の
た
び
、
平
成
１７
年
度
叙

位
・
死
亡
叙
勲
受
章
者
が
発
表

さ
れ
、
元
矢
本
町
議
会
議
員
の

故
佐
藤
公
男
氏（
大
正
８
年
１１

月
２８
日
生
／
本
籍：

赤
井
字
関

の
内
一
号
）と
元
鳴
瀬
町
議
会

議
員
の
故
木
村
末
隆
氏（
昭
和

５
年
３
月
３０
日
生
／
本
籍：

野

蒜
字
山
岸
）の
両
氏
が
旭
日
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
２
日（
木
）に
宮
城
県
庁

で
行
わ
れ
た
伝
達
式
に
は
木
村

末
隆
氏
の
長
男
、
隆
宏
さ
ん
が

出
席
。
村
井
嘉
浩
知
事
よ
り
勲

記
お
よ
び
勲
章
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

元
町
議
の
二
氏

死
亡
叙
勲
受
章

▲知事室で行われた伝達式の様子

長
年
の
功
績
に
栄
誉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

東
松
島

訪
ね
あ
る
記
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「City ViewCity View」では市のでは市のイベンベントや地域の話題を皆さんにお届けや地域の話題を皆さんにお届けします 「City View」では市のイベントや地域の話題を皆さんにお届けします 

１月22日(日)、大塩小学校周辺の県・市道などを舞
台に、第40回やもとクロスカントリー大会(市体育協
会主催、市陸上競技協会主管)が開催されました。
真冬の澄み切った青空の下、大会には県内外より集

まった小学生からお年寄りまでの550人がエントリ
ー。男女別に設けられた一般、高校、中学、小学、壮
年などの10種目に挑みました。
開会式では、市体育協会の大崎喜三会長や阿部市長

が｢最後まで頑張って走り抜いてください｣と選手を激
励。選手を代表して大塩小学校5年の木村哲平君が
｢一生懸命走ります｣と宣誓しました。
レースは午前10時、一般・高校男子の部からスタ

ート。選手たちはまだ所々に雪の残る起伏に富んだ特
設コースを、沿道からの温かい声援を受けながら、優
勝目指して力走しました。

残雪の中　走る 残雪の中　走る 

s

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、

難
コ
ー
ス
に
立
ち
向
か
い
ま
し
た

▼林間コースを力走

s
「
が
ん
ば
れ
〜
」。
可
愛
い
応
援
団
登
場

s

最
後
ま
で
力
を
振
り
絞
り
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１
月
２７
日
、
市
内
１４
の
小
中
学

校
で
地
場
産
品
の
カ
キ
を
使
用
し

た
給
食
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
カ
キ
は
東
名
と
大
塚
の
生

産
業
者
の
か
た
が
た
よ
り
提
供
い

た
だ
い
た
も
の
。
子
ど
も
た
ち
は

古ふ
る

里さ
と

の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
な

が
ら
、舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
キ
　
大
好
き

カ
キ
　
大
好
き 

カ
キ
　
大
好
き 

鳴
瀬
一
中(

2
月
7
日)

、
同
二

中(

同
１０
日)

、
矢
本
二
中(

同
２２

日)

で
、
県
建
築
士
会
石
巻
支
部

の
方
を
招
き
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
の
授
業
が
開
か
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
診
断
演
習
を
し
た

ほ
か
、
地
震
発
生
の
仕
組
み
な
ど

を
学
び
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

私
た
ち
も
地
震
に
備
え
る

私
た
ち
も
地
震
に
備
え
る 

私
た
ち
も
地
震
に
備
え
る 

東
松
島
日
韓
友
好
協
会
の
１０
周

年
を
記
念
し
て
2
月
１７
日
、
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
韓
国
料

理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

韓
国
人
講
師
の
李リ

貞ジ
ョ
ン

妊イ
ム

さ
ん
を

招
い
て
の
教
室
に
は
主
婦
な
ど
２４

人
が
参
加
。
料
理
を
通
じ
て
韓
国

を
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

韓
国
の
家
庭
の
味
を
日
本
で
！

韓
国
の
家
庭
の
味
を
日
本
で
！ 

韓
国
の
家
庭
の
味
を
日
本
で
！ 

▼笑顔いっぱいに「ありがとう」

▲志を胸に「心の中にきらめいて」を合唱

仲間に囲まれ100歳祝う 仲間に囲まれ100歳祝う 

東松島市となってから初めてとなる立志式(市青少年
健全育成市民会議、市教育委員会主催)が2月3日(金)、
市民体育館で開催されました。
旧鳴瀬町で中学2年生を対象に昭和62年から続いて

いる同式は、昔の元服式に倣
なら

った行事で、新市となっ
てからもこれを継承する形で実施。矢本地区にも対象
を広げ、市内4校から491人が出席し、大人になる第
一歩を踏み出すための志を新たにしました。
式では各校の代表4人が将来への抱負を述べ、この

うち、矢本一中の沢田慧
けい

さんは｢どんな時も素直に自己
表現していきたい｣と今後取り組む姿勢を誓いました。
この後、気仙沼市出身でアテネパラリンピック陸上

競技に出場した佐藤真
ま

海
み

さんが｢ラッキーガール｣と題
して記念講演を行いました。講師は｢がむしゃらに頑
張りもがき苦しめるのは今のうち。何かを乗り越える
と自信につながる｣と、努力の大切さを訴えました。

中学2年生　志 新たに 中学2年生　志 新たに 

１月25日(水)、特別養護老人ホーム矢本華の園(矢
本字寺前)にお住まいの菅原ちよのさんが、めでたく
満100歳をお迎えになりました。
これを記念して同日、加藤収入役が施設を訪問。家

族や親戚、そして共に施設内で生活する多くの仲間が
見守る中、敬老祝状や祝い金、記念品を手渡しました。
また、同施設としても菅原さんが100歳を迎えた初め
ての入居者ということで、記念品を贈呈。祝状などを
受け取った菅原さんは親族に囲まれ、祝いの場に立ち
会った関係者たちに笑顔で応えていました。
菅原さんは明治39年生まれ。郵便保険の集金業務

などを行いながら9人の子どもを育て上げ、その後20
人以上の孫に恵まれました。同施設には開所した平成
6年に入所。ご家族の方によると菅原さんは日ごろか
ら｢長生きしたのも施設の皆さんのおかげ｣と語り、感
謝の気持ちでいっぱいとのことです。
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て
全
国
５５３
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
全
国

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
宮
城
県
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
！
　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
環
境

省
応
援
の
下
、
小
中
学
生
な
ら
誰

生活環境課から発信　Vol. 10

環
境
衛
生
係
か
ら

今
回
、
小
野
小
学
校
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ「
自
然
発
見
あ
る
あ
る
探

検
隊
」の
壁
新
聞
が
、
初
参
加
に
し

で
も
参
加
で
き
る
環
境
活
動
ク
ラ

ブ
で
す
。
生
き
も
の
調
査
や
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
な
ど
、
自
主
的
に
活

動
し
ま
す
。
活
動
を
始
め
て
か
ら

「
環
境
に
興
味
が
湧
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」「
省
エ
ネ
活
動
を
や
り

ま
し
た
」な
ど
、
環
境
を
意
識
し

た
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て

い
ま
す
。

「
自
然
発
見
あ
る
あ
る
探
検
隊
」

で
は
ミ
ミ
ズ
を
飼
育
し
て
、
生
ゴ

ミ
を
土
に
す
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
シ
マ
ミ
ミ
ズ
が
生
ゴ
ミ

を
食
べ
る
事
も
分
か
り
ま
し
た
。

右
の
写
真
①
の
飼
育
箱
も
み
ん

な
で
作
り
ま
し
た
。
な
ん
と
ミ
ミ

ズ
は
、
メ
ロ
ン
が
大
好
物
。
あ
ん

な
に
厚
か
っ
た
メ
ロ
ン
の
皮
も
、

ミ
ミ
ズ
に
食
べ
ら
れ
て
左
の
写
真

②
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

最
終
的
に
は
生
ゴ
ミ
が
食
べ
つ

く
さ
れ
て
、
左
の
写
真
③
の
よ
う

に
、
土
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
生

ゴ
ミ
が
ゴ
ミ
で
は
な
く
な
る
。
自

然
の
力
は
す
ご
い
で
す
ね
。

み
ん
な
が
ミ
ミ
ズ
を
好
き
に
な

り
触
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
壁
新
聞
を
作
成
し
た
中

心
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

３
年
生
の
阿
部
勝ま

さ
る

君
、
佐
藤
秀ひ
で

将ま
さ

君
、
柏か
し
わ

佑ゆ
う

介す
け

君
と
、
４
年
生
の
今

宮
友と
も

生き

君
の
４
人
で
す
。

不
法
投
棄
防
止
に
ご
協
力
を
！

東
松
島
市
環
境
衛
生
推
進
員
会

で
は
、
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
タ
イ

ヤ
な
ど
の
引
取
り
事
業
を
、
年
末

年
始
の
２２
日
間
行
い
ま
し
た
。
結

果
、
乗
用
車
タ
イ
ヤ
１
、９
５
７

本
、４
Ｗ
Ｄ
タ
イ
ヤ
７３
本
、農
耕
用

タ
イ
ヤ
３０
o
、
バ
ッ
テ
リ
ー
２７９
個

を
引
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
不
法

投
棄
物
の
上
位
品
目
で
あ
り
、
今

回
の
事
業
に
よ
り
不
法
投
棄
の
未

然
防
止
に
大
き
な
成
果
を
得
ま
し

た
。
今
後
と
も
タ
イ
ヤ
な
ど
の
処

理
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

生
ゴ
ミ
堆
肥
化
容
器

購
入
補
助
金
制
度

東
松
島
市

に
、
非●

電●

動●

式●

生
ゴ
ミ
堆

肥
化
容
器
を

購
入
す
る
際

の
補
助
金
制

度
が
あ
る
事

は
ご
存
知
で
す
か
。（
電
動
式
生
ゴ

ミ
処
理
機
の
補
助
は
ま
だ
開
始
し

て
い
ま
せ
ん
。）

市
内
の
販
売
店
で
非●

電●

動●

式●

生

ゴ
ミ
堆
肥
化
容
器
購
入
後
、
①
領

収
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市

役
所
鳴
瀬
庁
舎
生
活
環
境
課（
本

庁
舎
市
民
課
相
談
係
で
も
受
付
で

き
ま
す
）へ
。
②
窓
口
で
申
請
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ま
す
。

③
補
助
金
交
付
決
定
後
、
指
定
口

座
へ
補
助
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
す
る
と
、
価
格
の
半
分（
二

基
ま
で
、
上
限
は
３
千
円
）ま
で
市

が
補
助
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
購
入
と
堆
肥
化
を

検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。生

ゴ
ミ
処
理
器
の
補
助
金
制
度

に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
は
こ
ち
ら

ま
で
。

＝
生
活
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

内
線
２
１
６
２
・
２
１
６
３
＝

廃
棄
物
対
策
係
か
ら

▲最終的になんと土になります

▲メロンの皮がこうなります

小野小学校小野小学校 こどもエコクラブ 
全国全国フェスティバルバルへ!!
小野小学校 こどもエコクラブ 
全国フェスティバルへ!!

▲小野小学校こどもエコクラブ｢自然発見あるある探検隊｣の皆さんです

▲これがミミズの箱です

①②

③
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このコーナーでは、生涯学習や生涯スポーツに
関する情報などをメインに、お知らせしています。

東松島市スポーツ指導者セミナー
「総合型地域スポーツクラブを考える」を副題に「いつ
でも」「だれでも」「気軽に」「いつまでも」を合言葉として、
生涯学習スポーツの指導者研修会を開催します。
■日　時 ３月１６日（木）１８：００～２０：４５
■場　所 市コミュニティセンター
■参加対象 スポーツ・体育に関わる指導者・支援者、

運動・スポーツに関心のある市民
■内　容
・スポーツ健康相談（１８：００～）
「骨密度・体脂肪率・足裏形状…測定と診断」
東北生活文化大学　健康管理学教授　土井豊　氏
・講演（１９：００～）
「運動・スポーツの効果効用とは…」
～健康増進・体力向上の視点から総合型地域スポーツ
クラブを考える～　
仙台市泉区中央市民センター社会教育主事　
7日本体育協会スポーツプログラマー

藤森弘一　氏
■問 スポーツ振興課スポーツ振興係　内線２２４２

韓国まるごと講座
韓国の歴史・文化・言葉…、日本と似ているところ、

違うところをご存知ですか？　
隣国「韓国」をまるごと学んでみませんか。
■参加費 １人 ２,０００円（テキスト・食材代など）
■募集人員 ２５人
※３月８日（水）午前９時より電話受付開始

■問・申込先 東松島日韓友好協会事務局　
市民活動推進課男女共同参画推進係　内線２２５５

東松島市生涯学習カレンダーを配布します
平成１８年度版（４月～Ｈ１９.３月）のカレンダーが間も

なく出来上がり、３月下旬に全世帯へ配布する予定で
す。ご活用ください。
※市内の事業所や公共的施設などでカレンダーの配布
を希望する場合は、下記までお問い合わせください。
■問 生涯学習課生涯学習係　内線２２３６・２２３７

東松島市生涯学習推進大会
生涯学習活動の充実・振興を目指し『学びあい、支え

あい、伝えあい…そして笑顔が』をテーマに開催します。
■日　時 ３月３日（金）１８：３０～
■場　所 市コミュニティセンター
■内　容 ①分館活動功労者表彰状・感謝状の授与

②３団体の活動および実践事例発表
「大塩生

きっ

粋
すい

」「のびるソフトボール愛好会」
「えんずのわり保存会」発表のあと、アトラ
クションとして懐かしの“ズンタッタ”でお
なじみの『北村大沢楽隊』の演奏があります。
どなたでも参加できますので、ぜひご来

場ください。
■問 生涯学習課生涯学習係　内線２２３６・２２３７

野蒜築港120年フォーラム
個性豊かな講師の皆さんをお迎えして、野蒜築港を

さまざまな視点からとらえます。
■日　時 ３月２５日（土）１３：００～１７：００
■場　所 市コミュニティセンター　ホール
■参加費 無料
■基調講演 「和算と土木技術」 東北大学付属図書館　

米澤誠氏
■話題提供 「海図から見た野蒜築港計画」

1パスコ　倉石修氏、東北大学大学院　後藤光亀氏
「明治日本旅行案内に見る日本と野蒜築港」

東北大学大学院　後藤光亀氏
「国立公文書に見る野蒜築港」

利府町真壁道鑑氏、東松島市野蒜築港資料室
「狩野文庫に見る野蒜築港」東北大学付属図書館　米澤誠氏
※このほか、総合討論が予定されています。
■主　催 6土木学会東北支部「野蒜築港１２０年委員会」
■後　援 東松島市教育委員会ほか
■問 6土木学会東北支部　TEL ０２２‐２２２‐８５０９

E-mail jsce-th@luck.ocn.ne.jp

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

市コミセン 

チヂミを食べながら 
　韓国食文化を知ろう 

韓国の歴史や文化を 
　　　　聞いてみよう 

歌って学ぼう韓国語 

すぐに役立つ韓国語 
　　　　　　パート２ 

すぐに役立つ韓国語 
　　　　　　パート１ 

４月２１日（金） 
１９：００～ 

４月２０日（木） 
１９：００～ 

４月１８日（火） 
１９：００～ 

４月１３日（木） 
１９：００～ 

４月１１日（火） 
１９：００～ 

日　　　時 内　　　　容 場　　所 
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～知っ得情報～

臨
時
調
理
員
登
録
希
望
者
募
集

■
職
務
内
容

学
校
給
食
の
調
理

お
よ
び
洗
浄
作
業

■
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
　
１
日
５
時
間

８
時
３０
分
、
お
よ
び
９
時
か
ら

の
１
週
間
交
替
制

月
〜
金
曜
日
　
１
日
３
時
間

１３
時
３０
分
〜

※
学
校
の
春
・
夏
・
冬
休
み
お
よ

び
土
日
祝
祭
日
は
休
み

■
賃
金

時
給
７６０
円

■
年
齢

３０
歳
〜
４５
歳（
東
松
島
市

矢
本
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア

内
住
居
者
）

■
申
込
締
切

３
月
１７
日（
金
）

※
矢
本
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
履

歴
書
持
参（
写
真
貼
付
）、
後
日
面

談
あ
り

■
問

東
松
島
市
矢
本
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
　
1
８２
‐
６
３
９
９

臨
時
介
護
保
険
要
介
護

認
定
調
査
員
募
集

■
資
格

介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、

介
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福

祉
主
事
な
ど

■
賃
金

時
給
１
、１
３
０
円

■
定
員

２
人

■
締
切

３
月
１０
日（
金
）

※
履
歴
書（
写
真
貼
付
）を
長
寿
支

援
課
へ
持
参（
後
日
面
談
有
り
）

■
問

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係
　

内
線
１
１
９
５

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

介
護
保
険
料
の
委
託
収
納
員
募
集

■
募
集
人
員

若
干
名

■
職
務
内
容

自
家
用
車
を
使
用

し
、
未
納
の
市
税
・
国
民
健
康
保

険
税
お
よ
び
介
護
保
険
料
の
訪
問

収
納

■
雇
用
期
間

委
嘱
の
日（
平
成
１８

年
４
月
１
日
）〜
９
月
３０
日

※
そ
の
後
６
カ
月
ご
と
の
更
新

■
雇
用
形
態

収
納
員
は
非
常
勤

と
し
、
勤
務
時
間
は
１
日
に
つ
き

６
時
間
、
１
週
間
に
つ
き
３０
時
間

を
超
え
な
い
範
囲

■
報
酬
　

基
本
給（
７
５
、０
０
０
円
）＋
能

率
給

■
応
募
資
格

東
松
島
市
に
１
年

以
上
住
所
を
有
す
る
６５
歳
未
満
の

方
で
、
人
格
が
高
潔
か
つ
強
健
で

募
　
集

納
税
に
意
欲
が
あ
る
方

■
応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
納
税

推
進
室
ま
で

■
応
募
期
限

３
月
１５
日（
水
）

■
選
考
方
法
　

１
次
選
考
…
書
類
審
査

２
次
選
考
…
面
接（
１
次
選
考
合

格
者
の
み
）

■
問

納
税
推
進
室

内
線
１
１
４
０

臨
時
保
健
師
な
ど
募
集

■
職
務
内
容

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成

■
資
格
な
ど

保
健
師
・
地
域
で
勤
務
経
験
が

あ
る
正
看
護
師

■
賃
金

時
給
１
、４
３
０
円

■
定
員

２
人

■
締
切

３
月
１０
日（
金
）

※
履
歴
書（
写
真
貼
付
）を
長
寿
支

援
課
へ
持
参（
後
日
面
談
有
り
）

■
問

東
松
島
市
中
央
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
　
内
線
１
１
９
３

施
設
管
理
臨
時
職
員
募
集

■
勤
務
内
容

社
会
体
育
施
設（
体

育
館
・
運
動
公
園
）の
管
理
業
務

■
応
募
資
格

市
内
に
在
住
で
年

齢
が
６０
歳
以
下
の
健
康
な
方

■
勤
務
時
間

週
４０
時
間
以
内

■
面
接
日（
予
定
）

３
月
２０
日（
月
）

■
採
用
人
数

２
人

■
採
用
年
月
日

平
成
１８
年
４
月
１
日

■
賃
金

月
額
　
９
６
、０
０
０
円

〜
１
０
１
、０
０
０
円

■
社
会
保
険

対
応

■
締
切

３
月
１７
日（
金
）
１４
時

■
申
込
方
法

本
人
自
筆
の
履
歴

書（
最
近
撮
影
の
写
真
貼
付
）を
直

接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
施
設
係
　
内
線
２
２
４
５

施
設
管
理
臨
時
職
員
募
集

■
勤
務
内
容

小
野
地
区
体
育
館

（
旧
鳴
瀬
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

の
管
理
業
務
。

■
応
募
資
格

市
内
に
在
住
で
年

齢
が
６０
歳
以
下
の
健
康
な
方

■
勤
務
時
間

週
２８
時
間
以
内

■
面
接
日（
予
定
）

３
月
２０
日（
月
）

■
採
用
人
数

１
人

■
採
用
年
月
日

平
成
１８
年
４
月
１
日

■
賃
金

月
額
　
９
６
、０
０
０
円

■
社
会
保
険

な
し

■
締
切

３
月
１７
日（
金
）
１４
時

■
申
込
方
法

本
人
自
筆
の
履
歴

書（
最
近
撮
影
の
写
真
貼
付
）を
直

接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
施
設
係
　
内
線
２
２
４
５

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

初
級
研
修
受
講
生
募
集

子
ど
も
会
活
動
支
援
の
た
め
の
、

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

「
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
」（「
だ
る

ま
」お
よ
び「
べ
ご
っ
こ
」２
団
体
）

の
、
入
会
資
格
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
間（
２
泊
３
日
）

３
月
２４
日（
金
）〜
２６
日（
日
）

■
場
所

松
島
自
然
の
家

（
旧
松
島
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
）

■
対
象

市
内
在
住
の
小
学
６
年

生
お
よ
び
中
学
生

■
定
員

全
７０
人

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
負
担

一
人
あ
た
り
３
、０
０
０
円

■
問

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　

内
線
２
２
３
２

▲ジュニア・リーダー研修の様子
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市
営
小
野
駅
前
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

▽
小
野
駅
前
住
宅
　
１２
戸

■
申
込
方
法

申
込
用
紙
３
月
６
日（
月
）か
ら

建
設
課
で
配
布
し
ま
す
。
必
要
書

類
を
そ
ろ
え
３
月
１７
日（
金
）ま
で

に
建
設
課
に
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
後
日
抽
選

に
な
り
ま
す
。

■
問

建
設
課
庶
務
住
宅
係

内
線
１
２
５
５

ゆ
ぷ
と
清
掃
ス
タ
ッ
フ
募
集

清
掃
の
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。
未
経
験
者
可
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
事
業
内
容

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

管
理
・
運
営

■
職
種

清
掃
員

■
勤
務
時
間

①
９
時
〜
１３
時
３０
分

②
１３
時
３０
分
〜
１８
時
　

③
１８
時
〜
２２
時
３０
分

※
週
３
〜
４
日
勤
務
で
き
る
方

※
応
相
談

■
賃
金

時
給
制
　
時
給
６３０
円
〜

経
験
な
ど
を
考
慮
し
ま
す

■
資
格

１８
歳
以
上
の
男
女

■
待
遇

交
通
費
支
給（
規
程
に
よ

る
）
制
服
貸
与

■
応
募

電
話
に
て
連
絡
を
い
た

だ
き
次
第
、
面
接
を
随
時
行
い
ま

す
。
面
接
時
に
写
真
つ
き
の
履
歴

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問

東
松
島
市
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー「
ゆ
ぷ
と
」
小
林
・
齋

1
８４
‐
３
８
５
５

福
祉
有
償
運
送
の
お
知
ら
せ

■
利
用
で
き
る
方

要
介
護
・
要

支
援
認
定
者
お
よ
び
身
体
障
害
者
、

肢
体
不
自
由
、
内
部
障
害（
人
工
血

液
透
析
を
含
む
）精
神
障
害
、
知
的

障
害
な
ど
に
よ
り
単
独
で
の
移
動

が
困
難
な
方
で
あ
っ
て
単
独
で
は

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
。

■
利
用
す
る
に
は

な
る
せ
・
泉

に
会
員
登
録
を
し
た
会
員

■
利
用
料
金

お
お
む
ね
タ
ク
シ

ー
の
半
分
以
下
で
ご
利
用
で
き
ま

す
。

■
利
用
目
的

通
院
、施
設
送
迎
、

買
い
物
、
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

へ
の
社
会
参
加
な
ど

※
万
が
一
の
場
合
は
、
自
動
車
保

険
、
宮
城
県
地
域
福
祉
総
合
補
償

制
度
に
て
対
応
し
ま
す
。

■
使
用
車

５
人
乗
り
の
乗
用
車

タ
イ
プ
の
福
祉
車
両
で
、
車
い
す

の
ま
ま
乗
れ
る
車
や
助
手
席
が
回

転
し
て
乗
り
や
す
く
な
っ
て
い
る

車
で
す
。

■
問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
る
せ
・
泉

1
８７
‐
３
１
７
１

東
松
島
市

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
日
時

３
月
７
日（
火
）

１８
時
３０
分
〜

■
会
場

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
ま
ち
づ
く
り
作
文
・
絵
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式

・
東
松
島
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

表
彰
式

・
小
中
学
生
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

■
特
別
記
念
講
演

・
テ
ー
マ

「
参
加
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
」

・
講
師
　
高
崎
経
済
大
学
　
地
域

政
策
学
部
講
師
　
櫻
井
常つ

ね

矢や

氏

■
参
加
費

無
料

■
主
催

東
松
島
市

■
問

企
画
調
整
課
企
画
統
計
係

内
線
１
２
３
５
・
１
２
３
６
・
１

２
３
７

窓
口
延
長
な
ど
に
つ
い
て

３
月
の
窓
口
延
長
は
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用
願

い
ま
す
。

■
市
民
課

３
月
７
・
１４
・
２８
日

■
鳴
瀬
総
合
支
所

１４
・
２８
日

※
い
ず
れ
も
火
曜
日

１７
時
１５
分
〜
１９
時

■
内
容

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、

印
鑑
登
録
、
戸
籍（
除
籍
）謄
抄
本
、

税
証
明
な
ど

な
お
、
３
・
４
月
の
日
中
は
特

に
市
民
課
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
鳴
瀬
総
合
支
所
・
野
蒜
出
張

所
な
ど
で
の
交
付
手
続
き
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

外
国
出
身
の
方
対
象
防
災
研
修
会

日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国
で

あ
り
、
日
本
に
来
て
初
め
て
地
震

を
経
験
し
た
外
国
の
皆
さ
ん
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
震
対
策
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
石
巻
地

方
に
在
住
し
て
い
る
外
国
出
身
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
防
災
研
修

会
な
ら
び
に
地
震
体
験
車
に
よ
る

地
震
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

３
月
１８
日（
土
）

１０
時
〜

■
場
所

石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
　

（
お
子
さ
ん
用
に
和
室
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
）

※
入
場
無
料
で
す

■
問
　
石
巻
市
総
務
部
防
災
対
策

課
　
1
９５
‐
１
１
１
１
　
内
線
３９９

農
地
を
転
用
す
る
場
合
、

手
続
き
が
必
要
で
す

水
田
や
畑
を
宅
地
や
資
材
置
場

に
利
用
す
る
場
合
、
事
前
に「
農
地

法
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。ま
た
、

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」（
以
下「
農
振
法
」と
い
う
）

に
基
づ
く
農
用
地
区
域
に
属
す
る

農
地
に
つ
い
て
は
、
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
の
手
続
き
も
必
要
で

す
。
農
地
の
転
用
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
農

林
水
産
課
ま
た
は
農
業
委
員
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
手
続
き
を
行
わ
ず

に
造
成
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、「
農

振
法
」で
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
５０
万
円
以
下
の
罰
金
、「
農

地
法
」で
は
、
３
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
３００
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

■
問

農
振
法

農
林
水
産
課
農
政
係

内
線
２
１
３
９

農
地
法

農
業
委
員
会

内
線
２
１
５
３
　

お
知
ら
せ
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農
用
地
利
用
計
画
の

変
更
申
出
に
つ
い
て

東
松
島
市
で
は「
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
く

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

し
を
平
成
１８
年
度
に
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら

平
成
１９
年
３
月
ま
で
の
期
間
は
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
お
よ
び

用
途
区
分
の
変
更
申
出
が
受
け
付

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
農
用
地
区
域

で
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、

平
成
１８
年
３
月
ま
で
に
、
農
用
地

利
用
計
画
の
変
更
申
出
書
を
、
農

林
水
産
課
へ
ご
提
出
願
い
ま
す
。

■
問

農
林
水
産
課
農
政
係
　

内
線
２
１
３
９

米
穀
の
取
扱
事
業
者
は「
登
録
制
」

か
ら「
届
出
制
」に
変
わ
り
ま
す

平
成
１６
年
４
月
に
食
糧
法
が
改

正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
、
米
穀
を

販
売
、
集
荷
す
る
方
は
、
県
、
農

政
局（
ま
た
は
農
政
事
務
所
）に
登

録
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
食
糧

法
で
は
届
出
制
と
な
り
、
農
政
局

ま
た
は
農
政
事
務
所
で
受
け
付
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
米
穀
の
取
扱
事
業
者
に

は
、
直
接
消
費
者
な
ど
に
販
売
す

る
生
産
者
も
該
当
し
ま
す
。

改
正
食
糧
法
が
施
行
さ
れ
、
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
米
穀
を

販
売
、
集
荷
す
る
方
は
、
届
出
が

必
要
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
概
要

●
年
間
取
扱
数
量
が
、
精
米
２０
ト

ン
以
上
の
米
穀
の
出
荷
ま
た
は
販

売
を
行
お
う
と
す
る
方（
届
出
事

業
者
）は
、
農
林
水
産
大
臣（
農
政

局
ま
た
は
農
政
事
務
所
）に
開
始
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
改
正
前
の
食
糧
法
で

の
登
録
卸
売
業
者
、
登
録
小
売
業

者
、
登
録
出
荷
取
扱
業
者
は
、
経
過

措
置
に
よ
り
届
出
事
業
者
と
見
な

さ
れ
る
た
め
、
改
め
て
開
始
届
け

を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
届
出
事
業
者
は
、
届
出
事
項
に

変
更
お
よ
び
届
出
に
係
る
事
業
を

廃
止
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
変
更

届
・
廃
止
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
届
出
事
業
者
は
、
米
穀
の
種
類

別
の
出
荷
数
量
ま
た
は
販
売
数
量

に
つ
い
て
帳
簿
を
備
え
、
そ
の
業

務
に
関
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
届
出
を
行
わ
ず
、
ま
た

は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
米
穀
の
出

荷
・
販
売
を
行
っ
た
方
と
、
帳
簿

を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、

も
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
ま

た
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
方

に
は
、
罰
金
ま
た
は
過
料
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

■
問

東
北
農
政
局
食
料
部
消
費

流
通
課
　
1
０２２
‐
２３６
‐
６
６
６
１

鯉
の
ぼ
り
寄
付
の
お
願
い

市
民
会
議
で
は
５
月
の「
こ
ど
も

の
日
」に
滝
山
公
園
で
鯉
の
吹
流
し

事
業
を
開
催
予
定
で
す
。

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、

昔
ご
使
用
さ
れ
て
い
た
鯉
の
ぼ
り

を
滝
山
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん

か
？
お
宅
で
ね
む
っ
て
い
る「
鯉
の

ぼ
り
」が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供

く
だ
さ
い
。

■
問

東
松
島
市
青
少
年
健
全
育

成
市
民
会
議
事
務
局
　
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
係
　
内
線
２
２
３
７

「
お
酒
の
消
費
者
窓
口
」

仙
台
国
税
局
で
は「
お
酒
の
消
費

者
窓
口
」を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
多
数
の
消
費
者
の
皆

さ
ん
か
ら
、お
酒
に
対
す
る
意
見
、

要
望
、
質
問
な
ど
を
い
た
だ
き
、

総
合
的
な
視
点
か
ら
酒
類
産
業
行

政
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
も
の

で
す
。

受
付
方
法
は
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
ま
す
。

な
お
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
住
所
、
電
話
番
号
を
で
き
る

限
り
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問

・
〒
９８０
‐
８
４
３
０

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁

目
３
番
１
号
　
仙
台
国
税
局
　
課

税
第
二
部
酒
税
課
内

「
お
酒
の

消
費
者
窓
口
」
あ
て

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０２２
‐
２６５
‐
１
６
１
４

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sendai.nta.go.jp

屋
外
広
告
物
設
置
の

手
続
き
先
変
更
に
つ
い
て

屋
外
に
看
板
な
ど
の
広
告
物
を

設
置
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
許
可
の
手
続
き
は
県（
石

巻
土
木
事
務
所
）で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら

は
、
東
松
島
市
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
１
２
７
３
・
１
２
７
４

第
8
回
矢
本
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

今
年
で
８
回
目
と
な
る
、
春
恒

例
の
矢
本
一
中
吹
奏
楽
部
の
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

今
年
も
地
域
の
か
た
が
た
に
ス

テ
キ
な
音
楽
を
お
送
り
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

■
日
時

３
月
１８
日（
土
）

１３
時（
開
場
）
１３
時
３０
分（
開
演
）

■
会
場

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料

無
料

■
内
容

吹
奏
楽
の
演
奏
　

第
１
部
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

第
２
部
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス
テ
ー
ジ

第
３
部
　
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

■
問

矢
本
一
中
　
菅
原
　
　

1
８２
‐
２
１
４
６

家
族
介
護
者
交
流
事
業

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
方
の
心
身
の
元
気
回
復（
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
）を
図
る
た
め
、
日
帰
り
旅

行
を
活
用
し
た
介
護
者
相
互
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程

３
月
１６
日（
木
）

■
場
所

女
川
温
泉
　
華
夕
美（
女
川
町
）

■
人
数

４０
人
程
度（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込

３
月
１０
日（
金
）ま
で
、

長
寿
支
援
課
に
電
話
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
　

■
費
用

無
料

■
問

社
団
法
人
や
す
ら
ぎ
会

1
８８
‐
３
９
２
３
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～知っ得情報～

精
神
障
害
者
家
族
の
集
い

市
で
は
、
精
神
疾
患
と
診
断
さ

れ
た
方
の
ご
家
族
を
対
象
に
、
家

族
の
集
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

精
神
疾
患
と
診
断
さ

れ
た
方
の
ご
家
族

■
日
時

３
月
１６
日（
木
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

■
会
場
　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
内
容
「
病
気
の
回
復
と
家
族
の

支
援
に
つ
い
て
」

当
事
者
の
体
験
談
を
基
に
、
家

族
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

■
申
込

３
月
１３
日（
月
）ま
で
に

左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問

福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
１
１
７
５

裁
判
所
か
ら

３
月
の
広
報
テ
ー
マ
は
、

●「
新
し
い
労
働
紛
争
解
決
制
度

（
労
働
審
判
制
度
）に
つ
い
て
」

●「W
hat's

法
廷
通
訳
」

で
す
。

詳
し
く
は
、
最
高
裁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w
w
w
.courts.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問

仙
台
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
　
1
０２２
‐
２２２
‐
６
１
１
１

春
休
み
短
期
水
泳
教
室

下
記
の
日
程
で
お
子
様
を
対
象

と
し
た
短
期
の
水
泳
教
室
を
実
施

し
ま
す
。

■
日
時

３
月
２４
日（
金
）〜
２８
日（
火
）

１３
時
１５
分
〜
１４
時
１５
分
の
１
時
間

■
問
「
ゆ
ぷ
と
」内
　
ゆ
ぷ
と
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル（
ス
ポ
ル
ス
）

阿
部
　
1
８３
‐
５
７
２
３

無
料
人
権
相
談

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
暴
力
、
い
じ

め
、
家
庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時

３
月
１０
日（
金
）

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問

市
民
課
　
内
線
１
１
２
１

心
の
健
康
相
談

■
相
談
日

３
月
２３
日（
木
）

１４
時
〜
１７
時

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
担
当
医

ひ
か
り
サ
ン
テ
ク
リ

ニ
ッ
ク
　
加
藤
光
三
　
先
生

■
申
込

３
月
１６
日（
木
）ま
で
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問

福
祉
課
社
会
福
祉
係
　

内
線
１
１
７
５

相
　
談

東松島市宮戸地区に所在する診療施
設、宮戸診療所の診療業務が下記のと
おりとなりますのでお知らせします。

■平成１８年３月３１日まで
毎週木曜日午前診療
■平成１８年４月１日から９月３０日まで
毎月第２木曜日および第４木曜日の
午前診療
■平成１８年１０月１日以降の宮戸診療所
業務につきましては、関係機関などと
協議中です

■問 健康推進課保健予防係　
内線３１００・３１０１

宮戸診療所 
　　　診療業務について（お知らせ）（お知らせ） 
宮戸診療所 
　　　診療業務について（お知らせ）（お知らせ） 
宮戸診療所 
　　　診療業務について（お知らせ）
宮戸診療所 
　　　診療業務について（お知らせ）
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国
保
の
し
お
り

国
保
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

何
気
な
く
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
。
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
こ
と
、
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
、
知

ら
ず
知
ら
ず
に
損
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
確
定
申
告
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
保
険
税
を
含
め

た
所
得
の
申
告
の
こ
と
、
東
松
島
市
全
体
の
医
療
費
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
国
保
を
一
緒
に
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。し

い
所
得
を

申
告
し
ま
し
ょ
う

平
成
１７
年
分
の
確
定
申
告
を
２

月
３
日（
金
）か
ら
３
月
１５
日（
水
）

ま
で
市
内
各
会
場
に
お
い
て
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
所
得
割
額
は
前
年
の

所
得
を
基
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
加
入
者
は
事
業
の
健

全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
正
し
い

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
を
忘
れ
る
と
…

申
告
を
し
な
い
と
、
高
額
療
養

費
の
非
課
税
世
帯
や
入
院
し
た
と

き
の
食
事
代
で
減
額
認
定
が
認
め

ら
れ
な
い
な
ど
、
不
利
益
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
助
成
は
？

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
・

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
・
母
子

父
子
家
庭
医
療
費
を
受
給
し
て
い

る
皆
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
も
、
所

得
制
限
な
ど
の
規
定
が
あ
り
ま
す

の
で
未
申
告
の
場
合
、
医
療
費
助

成
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
不
利

益
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

え
て
み
ま
し
ょ
う

老
人
医
療
費

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
国
民
み
ん
な
で

医
療
費
を
出
し
合
う
制
度
を
老
人

保
健
制
度
と
い
い
ま
す
。
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
国
民
医
療
費
の
な

か
で
、
老
人
医
療
費
が
占
め
て
い

る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
こ
の
ま
ま
増
え
続
け

て
し
ま
う
と
、
医
療
制
度
が
成
り

立
た
な
く
な
り
、
安
心
し
て
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。高

齢
社
会
の
な
か
で
安
心
し
て

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
、
医
療
費
を
よ
り
有
効
に
使
え

る
よ
う
に
皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら

上
手
な
受
診
と
健
康
づ
く
り
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

正

考

国保のしおり

1人当たり老人医療費の推移 （単位：円） 

 

鳴　　　瀬 

矢　　　本 

東　松　島 

13年度 

702,859 

708,831 

＊ 

14年度 

683,164 

697,984 

＊ 

15年度 

684,593 

730,928 

＊ 

16年度 

700,467 

709,023 

＊ 

17年度 

＊ 

＊ 

735,618
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療
費
が
増
え
る
と

保
険
税
も
増
え
て
い
き
ま
す

そ
の
年
に
か
か
る
医
療
費
を
予

測
し
、
そ
の
中
で
保
険
税
を
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
予
測
さ
れ

る
医
療
費
が
大
き
く
な
れ
ば
、
保

険
税
も
そ
れ
に
応
じ
て
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
国
保
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
病
院
で
支
払
う
お
金
は

一
部
負
担
金
と
い
っ
て
実
際
に
か

か
っ
た
医
療
費
の
一
部
で
す
。
残

り
は
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
の
財

源
は
、
加
入
者
が
納
め
る
保
険
税

が
お
お
よ
そ
１
／
３
を
占
め
て
い

ま
す
。
医
療
費
が
増
え
る
と
皆
さ

ん
の
保
険
税
や
一
部
負
担
の
値
上

げ
な
ど
自
分
自
身
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問

保
険
課

内
線
１
１
５
２
･
１
１
５
３

医

▲国民健康保険に関する質問にも答えます

保険給付費の推移 

保険給付費の推移 

（単位：千円） 

 

鳴 　 瀬  

矢 　 本  

東 松 島  

計  

15年度 

657,750 

1,693,323 

＊ 

2,351,073

16年度 

658,888 

1,840,778 

＊ 

2,499,666

17年度見込 

＊ 

＊ 

2,708,345 

2,708,345

18年度予算 

＊ 

＊ 

2,916,395 

2,916,395

3,500,000

3,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0
14年度 15年度 16年度 17年度見込 18年度予算 

東松島 

矢　本 

鳴　瀬 

14年度 

556,472 

1,444,828  

＊ 

2,001,300

（千円） 

国保税の推移 

国保税の推移 

（単位：千円） 

 

鳴 　 瀬  

矢 　 本  

東 松 島  

計  

15年度 

370,136 

905,715 

＊ 

1,275,851

16年度 

397,982 

983,585 

＊ 

1,381,567

17年度見込 

＊ 

＊ 

1,390,995 

1,390,995

18年度予算 

＊ 

＊ 

1,457,956 

1,457,956

1,600,000

（千円） 

1,400,000

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0
14年度 15年度 16年度 17年度見込 18年度予算 

東松島 

矢　本 

鳴　瀬 

14年度 

406,790 

980,598 

＊ 

1,387,388
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貸します詐欺にご注意ください 

■問 東松島市消費生活相談窓口　1８２‐１１１１ 内線１１２９・２１０５

騙されないための心構え三ヵ条 こんな騙しの手口に注意！ 

最近、大手金融機関などを装って、｢お金貸します｣といった内容の偽者ＤＭ（ダイレクトメール）や携帯
メールなどを送りつけて、保証金や保険金名目でお金を騙し取る新たな手口が急増しています。このよう
な詐欺行為を｢貸します詐欺｣といいます。被害にあわないよう十分にご注意ください。

第１号 
被保険者 

第２号 
被保険者 

第３号 
被保険者 

手続きは？ 変更前 変更後 どんな場合に？ 

第２号 
被保険者 

勤務先が手続き 
を行います。 

・就職して、厚生年金保険（共 
済組合）に加入した場合 

第１号 
被保険者 

市区町村の国民 
年金窓口へ届出 
が必要です。 

・会社や役所などを退職して、 
自営業者や無職になった場合 

第３号 
被保険者 

配偶者の勤務先 
へ届出が必要で 
す。 

・会社や役所などを退職して、 
厚生年金保険（共済組合）に加 
入している配偶者に扶養され 
るようになった場合 

第１号 
被保険者 

市区町村の国民 
年金窓口へ届出 
が必要です。 

・配偶者が会社や役所を退職 
した場合 
・収入が増えて扶養から外れ 
た場合 

第２号 
被保険者 

勤務先が手続き 
を行います。 

・就職して、厚生年金保険（共 
済組合）に加入した場合 

第３号 
被保険者 

配偶者の勤務先 
へ届出が必要で 
す。 

・厚生年金保険（共済組合）に 
加入している会社員（公務員） 
と結婚して、扶養されるよう 
になった場合 
・配偶者が就職して厚生年金 
保険（共済組合）に加入し、扶 
養されるようになった場合 

異動の時期は国民年金の届出の時期です！

●第一条●
・取引関係のないところから突然送られてくる、｢お金
貸します｣とのダイレクトメール（ＤＭ）・携帯メールな
どに注意。（低金利で、高額を貸し付けるかのような広告に注意）
●第二条●
・融資する前に、さまざまな口実でお金を振り込まそう
とする手口に注意。
（保証料、保険料などの名目で必ずお金を要求してきます）
●第三条●
・｢貸します詐欺｣かもしれないと感じたら、送金の前に
以下に問い合わせを！
｢貸します詐欺｣被害ホットライン（東京都貸金業対策課）
1０３‐５３２０‐４７７５ 平日９：００～１２：００、１３：００～１６：３０

九州地方在住の女性は、９月下旬、自宅に送られてき
たＤＭを見て５０万円の融資を申し込んだところ、担当者
から翌日連絡があり｢本審査が通りました。登録料５万
５千円が必要です。そのお金は融資のときに返還しま
す。」などと言われ振り込んでしまった。その後、｢登録
のエラーが出たのでもう一度振り込んでください。」｢保
証人は要りませんが一時保険金の加入のため１２万３千円
が必要です。」などといわれ、総額２２万３千円を振り込ん
だが、その後融資が行われなかった。
ＤＭでは大手の金融機関のグループ会社を装っていた
が、東京都の調べでは、そのような業者はいなかった。

国民年金の加入の仕方（種別）は3種類
国民年金は、社会全体で支える世代間扶養の仕組みに
基づいていますので、日本国内に住所がある２０歳以上
６０歳未満のすべての方が加入することになっています。

第1号被保険者
自営業、農業従事者、学生
などの２０歳以上６０歳未満の
方

第2号被保険者
厚生年金保険（共済組合）に
加入している会社員（公務
員）

第3号被保険者
第２号被保険者に扶養され
ている２０歳以上６０歳未満の
配偶者

加入の仕方（種別）が変更になる場合は届出を！
国民年金は就職、結婚、退職などの人生の節目に加入
の仕方（種別）が変わる場合があり、その都度手続きが必
要になります。種別が変更になるのに手続きが行われな
いと、将来の年金額が少なくなったり、全く受けられな
くなったりする場合がありますので、ご注意願います。 ■問 石巻社会保険事務所　1２２‐５１１５
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■卒園式(はなぶさ･
のびる幼) 
■卒業式(矢本東小) 
■子どもサークル 
　　　10:00 
■おはなし会 
　　　15:00

■韓国料理教室 
　小野公民館  9:30 
■おはなし会 
　　　15:00

■小学生スポーツ大
会　　　　9:00 
■お別れ会(矢本東保) 
■新入園児一日入園
と健康診断(鳴瀬幼) 
■おはなし会 
　　　15:00 
 
■ひな祭り会･誕生
会(中央幼)

■生涯学習推進大会
　　　18:30 
■ひなまつり会 
　(鳴瀬･はなぶさ･矢
本･大曲幼、牛網･
野蒜･小野･矢本東･
大曲･大塩保) 

■学習参観日(大塩･
小野･浜市･宮戸小) 

 

 

日 ～SUN～ 月 ～MON～ 火 ～TUE～ 水 ～WED～ 木 ～THU～ 金 ～FRI～ 土 ～SAT～ 

お問い合わせはこちら 

市
役
所
ほ
か 

コ
ミ
セ
ン 

体
育
施
設 

…市役所 82-1111 
…鳴瀬総合支所 87-3111 
…矢本保健相談センター 82-1123 
…鳴瀬保健相談センター 82-1111 
…老人福祉センター 83-2851 
…矢本子育て支援センター 84-2676 
…鳴瀬子育て支援センター 82-1111 
…東松島市図書館 82-1120 
…奥松島縄文村歴史資料館 88-3927 
…蔵しっくパーク 84-1770

役 

老 

図 

蔵 

鳴総 
矢保 
鳴保 

矢子 
鳴子 

縄文 

…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-6969 
…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-5965 
 
…市民体育館 82-9030 
…赤井地区体育館 82-6803 
…矢本運動公園 82-6804 
…鷹来の森運動公園 82-1101 
…奥松島運動公園 
　　　(バウンズ88含む) 88-4588 
…健康増進センター 84-3855

曲コ 
東コ 

赤体 
市体 

矢運 

奥運 
鷹来 

健増 

■お別れ遠足(矢本幼) 
■ひなまつり会(のび
る幼) 
■ちびっこクラブ(中
央･大曲幼) 
■囲碁将棋のつどい
　　10:00 
■夜間開館  
■６年生を送る会(大
曲小)

■お別れ会(のびる･
中央幼) 
■避難訓練(大曲幼) 
■囲碁将棋のつどい
　　10:00 
■夜間開館 

■市立中学校卒業式 
■お別れ会(大曲幼) 
■生活相談 
　　　10:00

■生涯スポーツ指導
者研修会 
　　　　18:00～ 
■卒園式(矢本･中央･
大曲幼) 
■学習参観日(矢本二
･鳴瀬二中１～２
年生) 
■囲碁将棋のつどい
　　10:00

■市立小学校卒業式 
（矢本東小除く） 
 
 
 
 
 
 
■夜間開館 

■卒園式(鳴瀬幼) 
■囲碁将棋のつどい
　　10:00 
■夜間開館 

■修了式(鳴瀬、はな
ぶさ、矢本幼) 
■生活相談 
　小野公民館 10:00 
■おはなし会 
　　　15:00

■囲碁将棋のつどい
　　10:00 
■夜間開館 

■図書館整理日 ■おはなし会 
　　　15:00

■市立小中学校･幼
稚園修了式(中央幼
年少組） 
■生活相談 
　　　10:00 
 

…市民体育館 
…赤井地区体育館 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ …テニスコート 

体育施設一般開放日 

日時を変更する場合 
があります。お問い 
合わせは、スポーツ 
振興課(鳴瀬庁舎内) 
まで　　87-3111

3月1日～3月31日 

 

■体育教室(野蒜保) 
■お別れ会(鳴瀬幼) 
■お別れピクニック
(はなぶさ幼) 
■６年生を送る会(宮
戸小) 
■公立高校一般入試 
■おはなし会 
　　　15:00

■犬･猫引取り日 
(  9:50～10:00　　  ) 
(10:15～10:30　　  ) 
■おはなし会 
　　　11:00･15:00

■図書館休館日 
■映画会(鳴瀬幼) 
■３月生誕生会(はな
ぶさ幼) 
 
 
 
■避難訓練(中央幼) 
■生活相談　野蒜公
民館　10:00

■東松島まちづくり
フォーラム 
　　　　18:30 
■市民課窓口延長 
　～19:00 
■教育相談　10:00 
■６年生を送る会(大
塩小) 
■保幼小連絡会(宮戸
小)

 ■図書館休館日 
■年長組親子弁当会
(中央幼)

■市民課･鳴瀬総合
支所窓口延長 
　～19:00 
■教育相談　10:00 
■サッカー教室(野蒜保) 
■卒園式総練習(はな
ぶさ幼) 
■誕生会(のびる幼) 
■機能訓練 
　　　10:00

 ■野蒜築港120年フ
ォーラム 
　　　　13:00 
■修了式(市内保育所) 
■親子お別れ会(矢本
西･大曲･大曲浜･
赤井北･大塩保) 
■おはなし会 
　　　15:00

■図書館休館日 ■図書館休館日 

■１日入学(鳴瀬一･
鳴瀬二中) 
■小中学校引継会(鳴
瀬一中) 
■図書館休館日 
 
 

■市民課･鳴瀬総合
支所窓口延長 
　～19:00 
■教育相談　10:00 
■一日司書体験 
　(～30日) 
■１日入学(矢本一中) 
■機能訓練 
　　　10:00

老 

老 

老 

図 

老 

老 

老 
図 

図 

図 

図 老 
老 

図 

図 

図 

図 

図 

図 

図 

図 

図 

図 

老 

東コ 市体 

鳴総 
矢保 東コ 

東コ 

東コ 

全国春の火災予防運動 ３月１日（水）から３月７日（火） 
　全国春の火災予防運動が３月１日（水）から３月７日（火）まで実施されます。 
　石巻地区広域消防では、平成１７年度火災抑止運動「住宅防火　いのちを
守る　７つのポイント」を展開しています。特にこれからの季節は空気が
乾燥し、強風が吹くといった気象条件のために火災が発生しやすく、発生
したときの被害も大きくなる傾向があります。火災を防ぐために一人ひと
りが防火に努めましょう。 
　東松島市では２月９日現在３件の火災が発生しています。火気･器具の取
扱いには十分注意してください。大切な「いのち」を火災から守りましょう。 
■問　矢本消防署 1８２‐２１４７ 
　　　消防テレホンサービス（火災･災害などの問合せ）1０１８０‐９９‐２９１１ 

平成17年度火災抑止運動 
「住宅防火　いのちを守る　７つのポイント」 

－３つの習慣･４つの対策－ 
３つの習慣 
○寝たばこは、絶対やめる。 
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 
４つの対策 
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器等を設置する。 
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。 
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
制をつくる。 

 

A

A

A

A

A

A

A

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

CB

CB

CB

C
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矢本子育て支援センター 

 

 

矢本保健相談センター  

 

鳴瀬保健相談センター  

７カ月児健康相談 

１０カ月児健康相談 

赤 ち ゃ ん 相 談  

乳幼児健康相談  

三種混合予防接種 

ＢＣＧ予防接種  

三種混合予防接種 

乳幼児健康相談  

平成１７年８月生 

平成１７年５月生 

妊産婦および生後３カ月程度までの赤ちゃん 

乳幼児および保護者の方 

平成１７年７月～９月８日生　３回目 

平成１７年１０月２７日～１２月１４日生 

生後３カ月～平成１７年９月８日生 

妊産婦・乳幼児および保護者の方 

３ 月２０日（月）　  ９：００～  ９：２０ 

３ 月２０日（月）　１３：００～１３：２０ 

３ 月１４日（火）　  ９：３０～１１：３０ 

３ 月１５日（水）　１３：３０～１５：３０ 

３ 月 ７ 日（火）　１３：００～１３：３０　 

３ 月１４日（火）　１３：００～１３：３０ 

３ 月 ９ 日（木）　１３：００～１３：３０ 

３ 月 ７ 日（火）　  ９：３０～１１：３０ 

会　　　場 行　　事 該　　当　　者 実施日時および受付時間 

●健康相談・予防接種

●麻しん・風しん予防接種について

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票がこない方や、転入された方はご連絡ください。
※７・１０カ月児健康相談について、生涯学習カレンダーでは３月２１日となっていましたが、上記の日程で実施します。
■問 健康推進課保健予防係　内線３１０２・３１０９

麻しん予防接種のみ接種済 ① 
（7歳6ヵ月未満の方） 

風しん予防接種のみ接種済 ② 
（7歳6ヵ月未満の方） 

どちらも接種されてない方 ③ 
（7歳6ヵ月未満の方） 

風しん予防接種を接種する 

（平成18年3月31日まで接種可能） 

風しん予防接種を接種する 

（平成18年3月31日まで接種可能） 

麻しん予防接種を接種する 

（平成18年3月31日まで接種可能） 

麻しん予防接種を接種する 

（平成18年3月31日まで接種可能） 

麻しんにかかったことがある方 ④ 
（7歳6ヵ月未満の方） 

風しんにかかったことがある方 ⑤ 
（7歳6ヵ月未満の方） 

風しん予防接種を接種する 

（平成18年3月31日まで接種可能） 

麻しん予防接種を接種する 

（平成18年3月31日まで接種可能） 

接種間隔4週間 

麻しん予防接種を接種する 

（平成18年3月31日まで接種可能） 

風しん予防接種を接種する 

（平成18年3月31日まで接種可能） 

接種間隔4週間 

下記の対象者は、平成16年12月31日生までの方です。 

平成１８年４月２日より、麻しん・風しん予防接種の接種方法が変わりますので下記の表をご覧になり、対象
者は速やかに接種願います。

※①、②、③、④、⑤に該当する方については、従来の麻しん・風しん予防接種を市広報および生涯学習カレ
ンダーをご覧になり接種していただきますようお願いします。

※平成１８年４月以降の対象者（平成１７年１月１日生～）は平成１８年４月より、ＭＲワクチンを接種します。
※対象者には、別途通知します。
不明な点がありましたら、健康推進課まで連絡願います。

■問 健康推進課保健予防係　内線３１０２・３１０９
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け
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分
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日
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・
希
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し
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す
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市の人口

（平成18年2月1日現在の住民基本台帳）

男　21,536人（ー 5）
女　22,266人（ー 6）
計　43,802人（ー11）
世帯数　14,513戸（＋24）

（ ）内は前月比
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休日診療担当医院表
午前９時～午後５時まで

月 日 
医院名 医院名 医院名 電話 電話 電話 

小児科 矢本地区 鳴瀬地区 

真 壁 病 院  

仙 石 病 院  

安 倍 医 院  

藤野整形外科 

加 藤 医 院  

82－7111 

83－2111 

82－5351 

83－2121 

82－2030

3/5 
（日） 

3/12 
（日） 

3/19 
（日） 

3/21 
（火） 

3/26 
（日） 

92－7651 

93－9693 

22－1714 

95－4121 

92－8805

 

鳴瀬中央医院 

 

 

佐 幸 内 科 

 

87－3853 

 

 

88－3737

佐久間眼科小児科医院 

おおば小児クリニック 

田中小児科医院 

中山こどもクリニック 

あいかわ小児クリニック 

※公立深谷病院1７３‐２１１１、石巻赤十字病院1９５‐４１３１、石巻市立病院1２３‐３２００は、２４時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

今
月
の
一
枚 
ちょっと 
見    て 

ちょっと 
見  て 

t

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
作
業
で
す
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１９世紀後半の明治維新後、東北の近代化のために内務卿大久保利通が計画した国内、国際貿
易港構想。当時、この事業の一環として野蒜築港建設が着工され開

かい

削
さく

されたのが、南北上運河
と東名運河です。
総延長４６.４㎞、北上川から阿武隈川までを結び日本最長として知られる貞山運河の一角を担

う南北上・東名の両運河。現在では運河に沿ってサイクリングロードが整備されているほか、大
曲地区には宮城を代表する県立都市公園矢本海浜緑地などがあり、人々の憩

いこ

いが溢
あふ

れています。
運河沿線は自然の宝庫でもあります。春の河

か

畔
はん

を美しく彩
いろど

る桜並木や運河の開通直後からそ
の流れを見守り続けてきた黒松並木。そして、木々の樹上や水辺ではたくさんの鳥たちが暮ら
し、水中でも魚介類や水生昆虫など多くの命が息づいています。
明治１７年９月に襲来した台風により計画中止に陥

おちい

った野蒜築港と共に、本来の役目を終えた
南北上・東名の両運河。しかし、わが街が全国に誇る歴史的遺産として、また、地域住民の営
みの場として、そして命溢れる自然の宝庫として、今なお愛され続けています。

歴史漂う命の水辺

南
みなみ

北上運河・東名運河
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古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

環境にやさしい植物性大豆油 
インキで印刷しています。 

編
集
室
か
ら

今
年
度
、
広
報
の
取
材
で
１００
歳

を
迎
え
ら
れ
た
お
二
人
の
方
の
、

お
祝
い
の
場
に
立
ち
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
ご
家
族
や
多
く
の

仲
間
に
囲
ま
れ
、
本
当
に
幸
せ
そ

う
で
し
た
。
家
族
や
仲
間
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
が
、
周
り
の
人
々

へ
も
伝
わ
り
、
今
の
お
二
人
の
姿

が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
１００
歳
を
迎
え
る
頃
の
自
分
は

ど
う
だ
ろ
う
？
」。
人
々
と
の
付

き
合
い
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、

今
回
の
取
材
で
し
た
。

菅
野

伝
統
あ
る
矢
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
へ
、
取
材
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

早
速
、
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
を

間
近
で
撮
ろ
う
と
、
ス
タ
ー
ト
地

点
の
目
の
前
に
構
え
た
担
当
。
ス

タ
ー
ト
と
同
時
に
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
り
続
け
ま
し
た
。

「
ど
っ
、
ど
ど
ど
ど
っ
！
」

案
の
定
、
走
っ
て
来
る
選
手
に

ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
、
冷
や
汗

を
か
き
ま
し
た
。
選
手
と
カ
メ
ラ

が
無
事
な
の
を
確
認
し
、
一
安
心

し
た
担
当
で
す
。

尾
形

まちの宝まちの宝 まちの宝まちの宝 まちの宝 

▼東名橋の袂
たもと

から見た東名運河

▲県立都市公園矢本海浜緑地正門前の南北上運河


